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平成２５年度

埼玉県スポーツリーダーバンク登録者研修会
講演 　これからのスポーツ指導者に期待されること
　　　　　　～　オリンピック東京開催決定を受けて　～
【講師】　　笠原　一也　氏（かさはら・かずや）
日本オリンピック・アカデミー会長
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上の写真は笠原一也氏と、氏がセンター長を務めていた国立スポーツ科学センター（東京都北区）。
在任中にナショナルトレーニングセンターも開設され、初代所長を兼任された。競技選手のサポート体制も次第に整い、
近年のオリンピックにおける選手の活躍は目覚ましいものがあります。
　　　　　                
  2020年の東京開催が決定し、ますますオリンピックに対する関心が高まって来ると予想されます。そこで、スポーツ指導者として必須と思われるオリンピックムーブメントの理念を再認識し、改めて今後期待されるスポーツ指導者としての役割を自覚する機会となるよう日本オリンピック・アカデミー会長笠原一也氏の講演会を開催いたします。
 
【経　　歴】1938年7月14日　埼玉県生まれ


　　　　　　1961年東京教育大学体育学部卒業。埼玉県公立高校教員から埼玉県教育委員会を経て、1982年文部省体育局スポーツ課に転じ、 1993年文部省競技スポーツ課長。 


1995年ＪＯＣ理事兼事務局長に就任し、ＮＡＯＣ東京事務所長として1998年長野冬季五輪開催に尽力。 


　　　　　　1998年東京女子体育大学教授。 


　　　　　　2005年国立スポーツ科学センター（ＪＩＳＳ）センター長などを歴任。 


　　　　　　2011年６月より日本オリンピック・アカデミー会長。 





【著　　書】スポーツ文化そしてオリンピックへの思い（2008年　道和書院）


　　　　　　スポーツ指導・実務ハンドブック（共編著　2010年　道和書院）　他多数











